


第
１
回

十
日
町
き
も
の
女
王

コ
ン
テ
ス
ト

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

写真左から
泉田佑子さん
　（加茂市・35歳／書家）
藤巻栞奈さん
　（高田町３西・21歳／大学生）
中山弥子さん
　（十日町市出身：東京都・30歳／主婦）

雪
上
茶
室

第
63
回 

十
日
町
雪
ま
つ
り

十
日
町
雪
ま
つ
り

十
日
町
雪
ま
つ
り

十
日
町
雪
ま
つ
り

〜
そ
の
歴
史
と
と
も
に
〜

　
２
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
・
19
日

㈰
に
開
催
さ
れ
た
第
63
回
十
日
町

雪
ま
つ
り
。
今
年
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
豪
雪
を
乗
り
越
え

て
の
開
催
で
し
た
。

　「
雪
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た

ら
、
雪
国
の
暮
ら
し
は
ど
ん
な
に

明
る
く
な
る
だ
ろ
う
」。
札
幌
よ

り
も
半
月
早
く
、
昭
和
25
年
に
日

本
で
最
初
に
始
め
た
雪
ま
つ
り

は
、
暗
い
雪
国
の
生
活
を
少
し
で

も
明
る
く
過
ご
そ
う
と
の
市
民
の

思
い
が
き
�
か
け
で
し
た
。

　
初
期
の
雪
ま
つ
り
は
雪
の
芸
術

展
で
の
雪
像
制
作
が
メ
ー
ン
で
、

織
物
産
地
の
職
人
芸
の
器
用
さ
が

み
ご
と
に
反
映
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
、
社
員
総
出
で
制
作

し
た
大
作
や
学
童
の
参
加
も
あ

り
、
雪
像
は
中
心
部
か
ら
周
辺
部

へ
と
広
が
�
て
い
き
ま
し
た
。

　
第
63
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、

19
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
18
日
ま
で
の
大
雪
で
交
通

機
関
が
乱
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
を
下
回
�
た
も
の
の
、
延
べ

30
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
昭
和
32
年
、
第
８
回
十
日
町
雪

ま
つ
り
か
ら
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
織
物
組
合
青
年
部
が
主
管

す
る
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
雪
上
き
も

の
シ
ョ
ー
や
十
日
町
小
唄
の
踊
り

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
18
日
に
開
催
さ
れ
た
十
日
町
雪

ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
は
、
延
べ
３

万
人
が
入
場
し
ま
し
た
。
巨
大
な

雪
の
舞
台
は
「
復
興
へ
の
願
い
を 

天
空
か
ら
の
啓
示
」
と
名
付
け
ら

れ
、
十
日
町
市
の
復
興
と
都
市
の

安
全
を
願
い
、
守
護
神
を
ま
つ
る

ギ
リ
シ
ャ
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
を

模
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
今
回
の

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
宮
城
県

南
三
陸
町
で
結
成
さ
れ
た
、「
海

童
い
し
ゃ
り
」の
皆
さ
ん
を
招
き
、

和
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
海
を
表
現
し

た
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
午
後
５
時
開
演
と
な

っ
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
Ｙ
ｕ
ｃ
ｃ
ａ

の
透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
で
開

幕
。
宮
城
県
仙
台
市
出
身
で
お
笑

い
芸
人
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン

　
19
日
に
は
ク
ロ
ス
10
で
、
十
日

町
市
の
観
光
親
善
大
使
を
選
ぶ
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
30

回
続
い
た
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
回
か
ら
は
名

称
を
新
た
に
「
十
日
町
き
も
の
女

王
」
に
改
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
回
か
ら
未

婚
・
既
婚
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

昨
年
の
１
・
５
倍
の
65
人
が
応
募
、

予
選
会
を
通
過
し
た
12
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
鮮
や
か
な
振

袖
を
着
て
、
審
査
員
と
５
０
０
人

の
観
客
の
前
で
思
い
思
い
に
自
己

ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

の
軽
妙
な
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し

た
。
照
明
な
ど
で
幻
想
的
な
演
出

を
施
さ
れ
た
舞
台
で
は
、
メ
ン
バ

ー
の
１
人
が
市
内
出
身
のB

e
s
t 

P
a
rtn

e
r

の
歌
に
続
き
、
き
も
の

シ

ョ

ー
、

よ

さ

こ

い
、

m
ih

im
a
ru

G
T

、
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ

の
歌
で
ス
テ
ー
ジ
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
は
壮
大
な
雪
花
火

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
初
代
女
王
に
選
ば
れ
た
の
は
藤

巻
栞か
ん

奈な

さ
ん
（
高
田
町
３
西
・
21

歳
）、
中
山
弥や

子こ

さ
ん
（
十
日
町

市
出
身

：

東
京
都
・
30
歳
）、
泉

田
佑
子
さ
ん
（
加
茂
市
・
35
歳
）

の
３
人
。
主
婦
で
女
王
に
輝
い
た

中
山
さ
ん
は
、「
信
じ
ら
れ
な
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
主
人
や

子
ど
も
も
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。
地
元
を
離
れ
て
十
日
町
の
良

さ
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。
十
日

町
の
き
も
の
や
四
季
折
々
の
景
観

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　
純
白
の
雪
で
制
作
さ
れ
た
大
規

模
な
雪
庭
「
雪
上
茶
室
」
で
は
、

第
30
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の

撮
影
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
撮

影
会
に
は
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
参
加
し
、
ミ
ス
の
着
物
姿
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
上
茶
室
で
は
琴
の
生

演
奏
が
行
わ
れ
る
中
、
市
内
の
社

中
に
よ
る
抹
茶
が
来
訪
者
に
ふ
る

ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

雪上カーニバルでは、南三陸町の「海童いしゃり」の皆さんもいっしょに踊りました

ステージの盛り上がりに観客の皆さんも
熱くなりますパルテノン神殿のステージでは４組のゲストが出演

初代きもの女王の３人 本選会に出場した12人の皆さん

第30代ミス十日町雪まつり夜の雪上茶室は風情が漂います

雪上茶室では多くの人が抹茶を楽しみました

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

昭和57年の第33回十日町雪まつ
りで選ばれた初代ミス十日町雪ま
つり。オープンカーで登場

昭和32年の第８回十日町雪まつり
で、初めて披露されたカーニバル
ステージ「雪の女神」
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豪
雪
J
A
M

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

「大井田の郷ひろば」のフリスビー大会。子どもたちも夢中です

雪
ま
つ
り
ひ
ろ
ば

　
市
内
最
大
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ひ
ろ
ば
」
は
、
㈳
十
日
町
青
年
会

議
所
が
ひ
ろ
ば
を
運
営
。
雪
ま
つ

り
事
務
局
と
連
携
し
て
３
日
間
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
が
開
設
さ
れ
た

の
は
昭
和
50
年
、
第
26
回
十
日
町

雪
ま
つ
り
で
し
た
。

　
17
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
フ
�
ス
テ
ィ
バ
ル
を

皮
切
り
に
第
63
回
十
日
町
雪
ま
つ

り
が
開
幕
。
18
日
に
は
交
流
を
し

て
い
る
横
浜
観
光
親
善
大
使
と
い

ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
の
皆
さ
ん

を
迎
え
、
ウ
�
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
19
日
に
は

ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
シ

ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
多
く
の
飲
食

店
な
ど
が
出
店
。
こ
の
ほ
か
雪
上

茶
室
を
は
じ
め
、巨
大
す
べ
り
台
、

雪
像
作
品
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

ひ
ろ
ば
に
多
く
の
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　「
雪
の
芸
術
展
」「
雪
上
カ
ー
ニ

バ
ル
」
と
と
も
に
十
日
町
雪
ま
つ

り
の
三
大
行
事
と
な
っ
て
い
る
の

が
「
雪
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
」
で
す
。

　
雪
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
の
原
点
は
昭

和
47
年
、
第
23
回
十
日
町
雪
ま
つ

り
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
積

雪
が
わ
ず
か
45
㎝
だ
っ
た
こ
と
か

ら
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
や
雪
の
芸
術

展
が
中
止
さ
れ
、
市
民
体
育
館
前

な
ど
で
き
も
の
着
付
け
シ
ョ
ー
や

郷
土
芸
能
大
会
、
の
ど
自
慢
大
会

な
ど
多
彩
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
基
に
翌
年
の

第
24
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
十
日

町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
ふ
る

さ
と
ひ
ろ
ば
」を
開
設
し
ま
し
た
。

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
市
民
参

加
の
ひ
ろ
ば
が
市
内
に
広
が
り
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
雪
ま
つ
り
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
63
回
十
日
町
雪
ま
つ

り
で
は
、
市
内
で
25
の
ひ
ろ
ば
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
が

運
営
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
ろ
ば
で

は
、
雪
像
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
催

し
物
が
行
わ
れ
、
来
訪
客
を
温
か

く
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
、
第
59
回
十
日
町
雪

ま
つ
り
か
ら
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

の
翌
日
に
開
催
さ
れ
て
き
た
ロ
ッ

ク
フ
�
ス
テ
ィ
バ
ル
「
豪
雪
Ｊ
Ａ

Ｍ
」。
十
日
町
市
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
地
元
の
若
者
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
にG

O
M

A
&

T
h
e
 

Ju
n
g
le

 R
h
y

th
m

 S
e
c
tio

n

や

D
A

C
H

A
M

B
O

な
ど
５
組
が
出

演
し
、
観
客
は
音
楽
や
出
店
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ウェルカムセレモニーでは、横浜観光親善大使と
いぶすき菜の花レディを迎えました

円形に３組同時に戦うスポーツ、ツマリアンボール

オープニングフェスティバルでは、あやまん
JAPANをゲストに迎え会場を盛り上げました

ゴーカイジャーショーには多くの子どもた
ちが集まりました

ひろばではたくさんの雪だるまが作られました スノーチュービングに大喜び

「いっぷくひろば」で行われた郷土芸能と民
謡の祭典

「はくぶつかんひろば」では囲炉裏
に火が入り、温かく来訪者を迎え
ました

「ほんやら洞ひろば」ではキャンド
ルデコレーションが行われました「田舎のひろば」。雪像を背景にパチリ！

「ふれ愛ひろっぱほくほく」。雪像の滑り台を楽しみました

市内のいたるところで雪のオブ
ジェが作られます

「つまりひろば」で行われた餅つき大会

雪まつりひろばの原点、昭和47年
に開催された「市民冬まつり」

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

昭和50年、第26回十日町雪まつり
のコミュニティひろば

ひ
ろ
ば

ア
ラ
カ
ル
ト
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十日町市議会議長賞
「瞽女唄（ごぜうた）が聞こえる」

（愛ing下条）

十日町市観光協会長賞
「万里の長城と龍」
（あてま有志の会）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「さあ、いくぞ！」

（関浅四季の会）

十日町市文化協会連合会長賞
「龍神降臨！～中条高靇神社伝承～」

（北新会with新田イベント研究所）

十日町青年会議所理事長賞
「天空の城　ラピュタ」

（のぞみの郷　新墾会）

地元新聞社賞
「オラ方のウネアゲ（上棟式）」

（美佐島駅雪まつり実行委員会）

審査員賞
「かくれんぼ」
（ひのスノーマン）

審査員賞
「願い」

（学校町1丁目町内会）

十日町農業協同組合会長賞
「絆」

（㈱村山土建）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「十日町の新しい響（おと）　ゴジラ」

（本町7丁目・三和町町内会）

十日町ライオンズクラブ賞
「夢・こころ」

（本町1丁目四区合同）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「天使と悪魔　～愛は未来へ続く～」

（上新田いずみ会）

ほくほく線賞
「未来（ドゴ）行かん」

（三春会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「2014年問題「はくたか危うし」」

（㈲花水農産）

十日町商工会議所会頭賞
「奉納相撲」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「登り竜」

（上新田青壮年会）

キリン賞
「３Dragon」
（川治内後町内会）

十日町地域森林組合長賞
「旭山動物園」

（下条いなかっぺ大将）

十日町市長賞
「Spring has come ～春の女神の贈り物～」

（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市長賞
「光…あしたへ」
（水沢雪まつり会）

　雪まつりの原点「雪の芸術展」には、
芸術部門35点、特別部門19点、学童部門
19点の計73点が出展されました。芸術部
門に入賞した22作品と特別表彰受賞団体
を紹介します。

～純白の造型美～～純白の造型美～

雪の
芸術展

40回参加表彰団体 十日町市職員互助会

35回参加表彰団体 高田町１丁目商店街振興組合 

30回参加表彰団体 鉢真生会 

15回参加表彰団体 三春会 

10年連続表彰団体 関浅四季の会 

 ５年連続表彰団体 ㈲花水農産

〈特別表彰受賞団体〉

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

第63回 十日町雪まつり
白い愛の祭典

十日町ロータリークラブ賞
「わくわくペンギン村『ふんばれアラレちゃん』」

（城之古青年会）

十日町北ロータリークラブ賞
「ドラゴン」

（高田町1丁目商店街振興組合）
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表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　健康支援課では、健康づくり関係の各種計画の

策定を進めています。このたび次の計画案がまと

まりましたので、広く市民の皆さんから意見を募

集します。

◆意見を募集する計画案

　・健康とおかまち21（中間見直し）

　・十日町市歯科保健計画

◆募集期間：３月10日㈯～ 25日㈰（必着）

◆計画案の閲覧場所

・健康支援課及び本庁行政情報コーナー、各支所

市民課、各地区公民館、市ホームページ

◆意見の提出方法

　持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール、電子申請の

いずれかの方法で、健康支援課に提出してくだ

さい。

※用紙は各閲覧場所に用意。ホームページからも

入手できます

◆問合せ：健康支援課　〒949-8501十日町市千

歳 町 ３- ３、 ☎757-9764、FAX757-3800、 電

子メール t-kenko@city.tokamachi.lg.jp

健康づくり関係の各種計画案に
対する意見を募集します

厚
生
労
働
大
臣
表
彰髙木成子さん

(土市５・67歳）

　
髙
木
成
子
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
か
ら

長
年
に
わ
た
り
十
日
町
地
域
の
産
科
医

療
一
筋
に
携
わ
り
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
産
科
医
師
と
し
て
の
功
績
が

（
産
科
医
療
功
労
）

自
動
交
付
機
の
利
用
登
録

印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

年
度
替
わ
り
は
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

届
出
は
お
早
め
に

　
今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
転
出
日
・
転
出

先
が
決
ま
�
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
年
度
替
わ
り
の
こ

の
期
間
、
市
で
は
一
部
の
窓
口
業
務
を

延
長
し
ま
す
。

　
３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
手
続
き
や
証
明
書
の
発
行
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
、
休
日
の
前

後
や
昼
休
み
は
混
雑
し
ま
す
。

本
庁
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

延
長
窓
口
の
業
務
内
容

❶
戸
籍
関
係

❷
住
民
基
本
台
帳
関
係

❸
自
動
交
付
機
関
係

❹
印
鑑
登
録
・
証
明

❺
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

❻
外
国
人
登
録
関
係

❼
国
民
年
金
関
係

❽
国
民
健
康
保
険
関
係

❾
子
育
て
支
援
関
係

　
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務

及
び
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証

明
書
）
事
務
は
延
長
し
ま
せ
ん
。

午
後
５
時
ま
で
に
窓
口
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

注　　意
戸籍や住民票などの請求時に
本人確認を行っています

　戸籍法及び住民基本台帳法に

基づき、戸籍や住民票などの請

求時に本人確認を行っていま

す。申請する場合は、運転免許

証や住基カード（写真付き）な

どの本人確認書類を持参してく

ださい。

出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
各
種
戸
籍
届
出

の
受
付
、
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍

証
明
書
の
発
行
な
ど

国
民
年
金
の
各
種
請
求
な
ど
の
受
付

子
ど
も
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
医
療

費
助
成
に
関
す
る
申
請
な
ど
の
受
付

◎
延
長
期
間

　

３
月
21
日
㈬
〜
４
月
６
日
㈮

◎
延
長
時
間

：

午
後
７
時
ま
で

※
本
庁
窓
口
の
み
延
長
し
ま
す

※
延
長
時
間
中
は
、
対
応
す
る
職
員
が

少
な
く
な
る
た
め
、
お
待
た
せ
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

転
入
・
転
出
・
転
居
届
、
世
帯
主
変
更

届
の
受
付
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど

❼
国
民
年
金
関
係

国
民
年
金
の
各
種
請
求
な
ど
の
受
付

こ
ち
ら
市
役
所
窓
口
で
す

が
必
要
な
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

　
本
庁
舎
玄
関
に
は
、
土
・
日
曜
日
を

含
め
、
毎
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
利
用
で
き
る
自
動
交
付
機
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
自
動
交
付
機
で
は
、
早

く
・
安
く
・
簡
単
に
各
種
証
明
書
を
取

得
で
き
ま
す
。

　
自
動
交
付
機
の
利
用
に
は
事
前
に
暗

証
番
号
の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
開
庁

時
間
に
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者

　
利
用
者
本
人
の
み
（
代
理
不
可
）

○
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ

　
３
カ
ー
ド
含
む
）
ま
た
は
印
鑑
登
録

　
証

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

　
免
許
証
な
ど
）

○
登
録
手
数
料

　
無
料

○
手
続
き
場
所

　
本
　
庁

：

市
民
生
活
課

　
各
支
所

：

市
民
課

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
申
請
な
ど
の

受
付

　
高
校
入
学
や
進
学
に
よ
る
ア
パ
ー
ト

契
約
な
ど
で
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書

認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
か
き
医
院
で
は
母
子
学
級
や
離
乳

食
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
妊
産
婦
指
導

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
病
児

保
育
施
設
「
子
育
て
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
く
た
く
」
を
併
設
し
子
育
て
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
の
小
・
中
・
高
生
に
、

「
思
春
期
の
性
の
健
康
」
講
演
、
更
年

期
の
女
性
を
対
象
に
「
オ
レ
ン
ジ
（
更

年
期
）
外
来
」
の
開
設
な
ど
生
涯
を
通

じ
た
女
性
の
健
康
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

重度心身障がい者へ交通費の一部を助成しています
　市内在住で重度の障がい者手帳を持っている人へ、タクシー料金や通院費などの一部を助成してい

ます。希望する人は申請してください。

助成内容 対象 利用方法

①タクシー利用券：500円券を最
大20枚（人工透析者は最大40枚）
配布。

○身体障がい者手帳１・２級の
人及び３級で内部・視覚・下
肢・体幹障がいの人

○療育手帳Ａの人
○精神障がい者保健福祉手帳１

級の人

　利用券をタクシー降車時に
金券として支払ってください。

②タクシー利用料金助成：タクシー
利用料金の半額（上限2,000円）
を最大12回（人工透析者は最大
24回）助成。

　タクシー利用時に利用者の
記名入りの領収書をもらい、
市役所に申請してください。

③交通費助成：10,000円を年１回
助成。

○上記の障がい者で、自宅から
の直線距離が５㎞以上離れた
病院または障がい者施設に自
家用車で通う人（通院４回以
上、通所６か月以上）

　平成24年４月以降に病院で
発行された領収書４枚、また
は障がい者施設で発行された
通所証明書を用意して申請し
てください。

④人工透析通院費助成：自宅から
診療所までの直線距離により、
１か月1,500円～3,000円を助成。

○人工透析のために、小千谷総
合病院十日町診療所に通院す
る人

　病院で発行された領収書ま
たは支払いを証明できるもの
を用意して申請してください。

※①～④のいずれか１種類のみを選択できます。なお、①②④の助成は、事前に申請が必要です

※②～④は、後日、本人口座に振り込みます

■問合せ：福祉課障がい福祉係☎757-3782、または各支所市民課

◆
問
合
せ

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
☎
７
５
７

｜
３
１
１
６

　
市
民
生
活
課
国
保
係

　
☎
７
５
７

｜

３
７
３
５

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９
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協働のまちづくり
フォーラム2012

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

サ
ケ
の
稚
魚
・
市
民
環
境
放
流

全
国
大
会
で
十
日
町
市
勢
が
大
活
躍

　
次
の
３
つ
の
ス
キ
ー
大
会
で
、
十
日
町
市
か
ら
出
場
し
た
選
手
が
大
活
躍
し

ま
し
た
。
各
大
会
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
₉₀
回

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

第
₆₇
回
国
民
体
育
大
会

　
　
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

２
月
８
日
㈬
〜
11
日
㈷
・
山
形
県
真
室
川
町

○
女
子
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
＝
十
日
町

高
Ｂ
（
齋
木
愛
里
紗
、
大
平
麻
生
）
７

位
○
女
子
パ
シ
ュ
ー
ト
＝
大
平
麻
生

：

７
位
　
※
選
手
は
全
員
十
日
町
高

２
月
14
日
㈫
〜
17
日
㈮
・
岐
阜
県
鈴
蘭

高
原
　
○
男
子
リ
レ
ー
＝
新
潟
県
チ
ー

ム
（
田
中
正
輝
︿
十
日
町
総
合
高
﹀・

２
走
）
１
位
○
女
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

＝
酒
井
梨
奈

：

２
位
、
大
平
麻
生

：

３

２
月
20
日
㈪
〜
22
日
㈬
・
岐
阜
県
鈴
蘭

高
原
　
○
男
子
10
㎞
フ
リ
ー
＝
田
中
正

輝
（
十
日
町
総
合
高
）
10
位
○
女
子
５

㎞
フ
リ
ー
＝
大
平
麻
生

：

１
位
、
齋
木

愛
里
紗

：

２
位
、
酒
井
梨
奈

：

５
位
○

女
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
大
平
麻
生

：

１
位
、
酒
井
梨
奈

：

４
位
、
齋
木
愛
里

紗

：
10
位
（
以
上
十
日
町
高
）

第
₂₄
回
全
国
高
等
学
校

　
　
　
　
　
選
抜
ス
キ
ー
大
会

位
○
女
子
リ
レ
ー
＝
新
潟
県
チ
ー
ム

（
齋
木
愛
里
紗
・
１
走
、
大
平
麻
生
・

３
走
）
１
位
（
以
上
十
日
町
高
）

◆検査対象：県内在住の消費者が自家消費

する食材

※検査対象外：事業者が販売目的とするも

の、産地・製造者・販売者など出所が明

らかでないもの、輸入品など今回の原発

事故と関連性のないもの

◆検査方法：簡易型ガンマ線スペクトロ

メータによる簡易検査

◆検査核種：セシウム134、セシウム137

◆検査場所：新潟県消費生活センター（新

潟市）☎025-281-6001、㈳新潟県環境

衛生中央研究所（長岡市）☎0258-46-

7151、㈶上越環境科学センター（上越市）

☎025-543-7664

◆検査手数料：無料

◆申込み方法：電話による事前予約が必要

◆受付時間：午前 9 時～午後 4 時（土・

日曜日、祝日を除く）

◆問合せ：各検査場所へ直接問い合わせて

ください。

十日町市消費生活相談窓口からのお知らせ

新潟県では食材の
放射性物質検査を行っています

新潟県では食材の
放射性物質検査を行っています

まちづくり講演（午後１時30分～） 協働セッション（午後２時50分～）

地域の鍵は「みんながリーダー」
～あなたを幸せにするのは誰？～

とおかまち流「協働のまちづくり」

講師： 丸山　結香さん

㈲マックス・ゼン
パフォーマンスコンサルタンツ
　　　　　　　　　代表取締役

―プロフィール―

  1964年長岡市出身。1987
年 Gemological Inst itute of 

America卒業。アメリカ現地法人の商社勤務を
経て、経営コンサルタントとして独立。顧客
は民間企業のみならず、行政への経営改革の
アドバイス、震災復興、過疎化対策の必要な
地域にまで及ぶ。
　中越大震災では、旧山古志村での復興・生
業再生を支援する㈲やまこし道楽村を設立。
その活動が評価され、内閣府から「女性のチ
ャレンジ賞」を受賞。

①情報提供 「これからの地域自治と協働」　

　十日町市長　関口　芳史

②パネルディカッション

 　「縦と横がつながるまちづくり」

（パネリスト）

◎川西地域協議会　

　会長　柄澤　和久さん

◎下条小学校ＰＴＡ 

　会長　小泉　等さん

◎市民活動ネットワーク ひとサポ

　事務局長　門脇　洋子さん

※コーディネーター：　丸山　結香さん

※手話通訳・保育ルームを用意しています

　（保育ルームを利用する人は、３月19日㈪までに下記に連絡してください）

◆主　催：十日町市

◆問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693　電子メール t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

◆日時：３月24日㈯　午後１時30分～４時

◆会場：千手中央コミュニティセンター

◆入場料：無料

協働のまちづくり
フォーラム2012
～縦と横の協働～

十
日
町
市
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

　
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
環
境
保

全
な
ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
を
行
う
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

■
募
集
人
員

：

５
人
以
内

■
任
期

：

平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
３
月
31
日
（
３
年

間
）

■
報
酬

：

１
回
の
出
席
に
つ
き

５
、
５
０
０
円

■
応
募
条
件

：

20
歳
以
上
で
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法

：

専
用
の
申
込
書
に

必
要
事
項
と
環
境
に
関
す
る
作

文
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
載

し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提

出
※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す

■
公
募
期
間

：

３
月
12
日
㈪
〜
22

日
㈭
（
必
着
）

■
決
定
方
法

：
原
則
、
書
面
審
査

で
決
定
し
ま
す

■
問
合
せ

：

環
境
衛
生
課
　
☎
７

５
２

｜

３
９
２
４

　
信
濃
川
、
そ
し
て
上
流
の
千
曲
川
・

犀
川
ま
で
サ
ケ
を
遡
上
さ
せ
る
運
動

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
新
潟
水

辺
の
会
」
で
は
、今
年
も
サ
ケ
の
稚
魚
・

市
民
環
境
放
流
を
新
潟
県
（
信
濃
川
）

と
長
野
県
（
千
曲
川
ほ
か
）
で
行
い

ま
す
。

　
信
濃
川
で
は
、
宮
中
取
水
ダ
ム
下
流

で
、
同
会
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
協
働
で
25

万
尾
の
稚
魚
放
流
を
行
い
ま
す
。

　
大
き
く
成
長
し
た
数
多
く
の
サ
ケ

が
、
ま
た
こ
の
地
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と

を
願
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
放
流
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

：

３
月
24
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

■
放
流
場
所

：

Ｊ
Ｒ
東
日
本
宮
中
取
水

ダ
ム
下
流
右
岸
河
川
敷（
魚
道
付
近
）

■
集
合

：

午
前
９
時
30
分
　
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
第
２
駐
車
場

※
放
流
場
所
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
集
合
場
所
へ
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
と
放
流
場

所
の
間
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
徒
歩
の
場
合
は
、
午
前
10

時
ま
で
に
放
流
場
所
へ
集
合
し
て

く
だ
さ
い

■
申
込
み

：

参
加
無
料
。
事
前
の
申
込

み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
時
間
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以

下
の
場
合
は
保
護
者
も
い
っ
し
ょ
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

：

当
日
は
ぬ
れ
て
も
良
い
服

装
（
雨
具
・
長
靴
な
ど
）
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
稚
魚
放
流
に
使

う
バ
ケ
ツ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

信
濃
川
・
清
津
川
対
策
室

☎
７
５
７

｜

３
１
９
８

ミオンなかさと
第２駐車場

駐車場・集合場所

宮中橋

宮
中
ダ
ム

通
行
止

Ｒ
３
５
３

信濃川→

魚道

放流
場所

中里浄化
センター

通路（徒歩）

〈放流場所案内図〉
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　市では、市内のものづくり事業所45社の

優れた技術力や製品情報を紹介した「十日町

市ものづくり事業所受注カタログ」（A4版、

45ページ）を作成しました。このカタログ

では掲載事業所の詳細な企業情報を把握する

ことができます。市では、この受注カタログ

を有効活用し、市内事業所のものづくり力の

情報発信や首都圏事業所との新たな受注獲得

など、今後も地元企業を支援していきます。

　また今回、産官学連携推進の一環として、

長岡大学と新潟産業大学の学生10人から取

材協力してもらい、事業所ごとに「学生取材

ノート」を掲載しました。学生の皆さんから

夏休み返上で全事業所を訪問取材してもら

い、社長のものづくりに対する思いなどが学

チャイルドシートの正しい使用

２月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：20件

◆死 者 数：０人

◆傷 者 数：26人

No.19  こごみ（促成栽培）

ルトでは衝突時に

すり抜けて車外に

放出されたり、ベ

ルトが首にかかっ

て、窒息や首の骨

を折ったりするな

どの危険性が非常

に高まります。

　チャイルドシートは保護者の「愛」であり、

「責任」です。子どもを乗車させるときは、

確実にチャイルドシートを使用しましょう。

●問合せ

　防災安全課交通防犯係　☎757-3197

　今月は、「シートベルト・チャイルドシー

ト着用強調月間」です。

　子どもといっしょに乗車し、万が一事故に

遭ったとき、子どもを守れるのはチャイルド

シートだけです。例えば、時速40㎞で車が

衝突した場合、抱いている子どもの体重は瞬

間的に約30倍にもなります。体重10㎏の子

ども（１歳から１歳半程度）でも約300㎏に

なるため、大人の力であっても支えきれませ

ん。

　また、体の小さい子どもの場合、シートベ

　真冬から春にかけ促成栽培される山の幸“こごみ”
一足早い春を味わえます。

大学生との共同制作により、
「ものづくり事業所受注カタログ」を発行しました

　真冬の１月から春の４月にかけ、タラの芽、ふきのとう、こご

み、うるいなどの山菜が、市内で促成栽培されています。

　写真は上村一昭さん（南鐙坂）が促成栽培しているこごみです。

真冬のハウスの中、電熱線で加温したもみぬかの温床から、こご

みがぞっくり芽を出しています。畑で株を養成し、11月上旬に

株を採取しておき、ホテルや料理店などの希望に合わせ、発芽さ

せます。山の芽吹きより一足早く、春の香りが味わえます。

〈収穫時期〉

　２月中旬～４月上旬

〈おいしい食べ方〉

　天ぷら、ごまあえ　など

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

ワ
ン
・
ユ
ウ 

の

ワ
ン
・
ユ
ウ

国
際
交
流
員ユ

ウ

王
ダ
フ
ル
・
チ
ャ
イ
ナ

王
ダ
フ
ル
・
チ
ャ
イ
ナ

の

ユ
ウ

王王王王王王
ダダダダダダダダダ

ワ
ン

中
国
の
若
者
就
職
事
情

３

◆
最
近
で
は
受
験
戦
争
と
同
じ
く
、
就

職
戦
争
も
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中

国
で
一
番
人
気
の
あ
る
仕
事
と
言
え
ば

公
務
員
で
す
。
公
務
員
試
験
は
「
国
考

（
国
の
試
験
）」
と
呼
ば
れ
、
２
０
１
０

年
は
申
し
込
み
人
数
が
１
４
６
万
人

で
、
２
０
０
３
年
と
比
べ
る
と
７
年
間

で
16
倍
も
上
昇
し
ま
し
た
。
公
務
員
の

一
部
職
種
は
共
産
党
員
し
か
な
れ
な
い

な
ど
、
党
員
で
あ
る
方
が
一
般
的
に
就

職
や
昇
進
に
有
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
大
学
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
に
社
会
に

出
な
い
で
、
進
学
す
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
特
別
に
興
味
の
あ
る
研
究
テ

ー
マ
が
な
く
て
も
大
学
院
に
入
っ
て
し

ま
う
学
生
が
特
に
多
く
、
先
進
国
よ
り

容
易
に
卒
業
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
修
士
や
博
士
も
人
数
の
多

さ
と
質
の
低
さ
で
ま
す
ま
す
従
来
の
価

値
が
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
最
近
の
大
卒
の
就
職
率
は
、
ほ
ぼ
90

％
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
専
攻
に
よ
っ

て
初
任
給
は
２
〜
３
倍
の
格
差
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
就
職
の
た
め
、

人
気
の
専
攻
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
社
会
需
要
に
よ
っ
て
、
ま
た

変
わ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
毎

年
専
攻
選
び
で
受
験
生
と
親
が
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。

◆
経
済
基
盤
の
小
さ
い
小
都
市
で
は
就

職
機
会
が
多
い
で
す
が
、
大
都
市
で
就

職
し
た
い
と
い
う
若
者
が
多
く
、「
北ペ

上シ
ャ
ン

広コ
ウ

」
と
い
っ
て
「
北
京
、
上
海
、

広
州
」
で
働
き
た
い
と
考
え
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
大
都
市
は
小
都
市
と
比

べ
る
と
賃
金
の
差
よ
り
も
物
価
や
家
賃

の
差
が
大
き
く
、
生
活
が
苦
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
成
功
す
る
こ
と
を
夢

見
て
挑
戦
す
る
の
で
す
。

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２

王の母校の蘇州大学、卒業の１コマ

生目線で表現されています。市ホームページ

にもカタログデータを公開する予定ですの

で、ぜひご覧ください。

■問合せ：産業振興課雇用開発係

　　　　　☎757-3139
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。



第42回 なかさと交流会

「
雪
の
運
動
会
」
に
５
０
０
人
が
集
結
！

　
除
雪
中
の
事
故
と
し
て
大
き
な
割
合

を
占
め
る
「
屋
根
か
ら
の
転
落
」
を
防

ぐ
一
手
に
と
、
２
月
19
日
㈰
清
田
山
集

落
で
命
綱
を
使
用
し
た
除
雪
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
に
よ
る
「
豪
雪
対
応

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
実
証
実
験
」
の
一

環
で
実
施
し
た
も
の
で
、
市
内
で
も
積

雪
が
多
く
、
高
齢
化
の
進
む
清
田
山
集

落
で
、
昨
年
11
月
か
ら
１
月
ま
で
、
計

３
回
に
わ

た
っ
て
雪

に
対
す
る

問
題
や
対

策
案
を
検

討
。
そ
の

中
か
ら
集

落
の
皆
さ

ん
で
実
現

可
能
な
策

を
選
出
し

ま
し
た
。

　
命
綱
講
習
で
は
、
綱
の
先
端
に
取
り

付
け
ら
れ
た
、
手
で
持
て
る
く
ら
い
の

板
を
雪
に
垂
直
に
埋
め
た
も
の
を
起
点

に
、
実
際
に
除
雪
作
業
を
実
施
。
手
軽

で
安
定
感
を
得
ら
れ
る
と
、
集
落
の
皆

さ
ん
は
興
味
津
々
と
い
っ
た
様
子
で
し

た
。

　
ま
た
こ
の
活
動
と
並
行
し
て
、
集
落

主
体
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
を

行
い
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会

の
大
学
生
男
女
５
人
が
、
集
落
の
皆
さ

ん
と
集
落
セ
ン
タ
ー
の
除
雪
を
実
施
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
際
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
山
田
正
一
さ
ん
は
、「
命

綱
は
も
っ
と
複
雑
な
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
案
外
簡
単
で
安
心
し
ま
し

た
。
自
宅
の
屋
根
も
掘
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
取
り
入
れ
た
い
で
す
」

と
除
雪
の
安
全
確
保
を
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

な
子
ど
も
ら
し
い
遊
び
の
一
つ
で
す
。

　

茎
を
裂
く
と
四
角
に
形
作
る
の
を
、

升
に
見
立
て
て
升
々
と
呼
ん
だ
り
、
蚊

帳
に
見
立
て
て
蚊
帳
吊
り
草
と
呼
ん
だ

り
し
ま
す
。
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
は
日
本
だ

け
で
も
３
０
０
種
以
上
、
世
界
的
に
は

４
、０
０
０
種
に
も
及
び
、

大
種
族
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

の
頂
点
に
立
ち
ま
す
。
湿

地
を
好
む
の
で
田
の
あ
ぜ

な
ど
に
生
え
て
い
ま
す

が
、
野
草
相
手
に
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
も
減
っ
て
存
在

価
値
が
無
く
な
り
、
ま
た
、
近
代
農
法

で
簡
単
に
駆
除
さ
れ
、
細
々
と
残
る
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
文
と
カ
ッ
ト　

髙
橋
八
十
八
）

　
「
お
ら
子
ど
も
ん
頃
は
、
何
に
も
玩

具
に
な
る
ん
が
ね
え
す
け
、
そ
こ
ら
に

生
え
て
い
る
草
が
い

っ
つ
ぉ
け
て
（
と
っ

て
お
き
の
）
遊
び
相

手
そ
ぇ
。
マ
ス
マ
ス

の
茎
が
三
角
だ
す

け
、
そ
れ
を
裂
い
て

四
角
の
形
に
し
て

升
々
だ
の
蚊
帳
吊
っ
た
な
ん
て
い
っ
て

遊
ん
だ
こ
っ
つ
ぉ
」
と
、
あ
る
お
婆
さ

ん
は
回
顧
し
ま
す
。
常
に
家
の
働
き
手

の
一
端
を
担
っ
て
き
た
中
で
、
わ
ず
か

　角間は、国道353号沿い

の清津峡への入口付近に

あり、県指定文化財の角

間のねじり杉や、物産館ラ

ピーヌ雪街道などを有す

る集落です。この集落を学

区に含んだ清津峡小学校

は３年前に在校生２人となり閉校しました

が、今この集落には未就学児が10人、小

学生が３人と、子どもが増えています。２

月５日㈰には恒例の子ども会の豆まき集会

を行い、厄年の子どもにたくさんの落花生

やお菓子をまいてもらい、小さな子どもた

ちは大喜びしました。集会には婦人会も協

力し、豆まきの後、一品持ち寄りのお茶飲

みもしました。最近

は子ども同士、親同

士で集まることが少

なくなったため、こ

うした会を皆さん大

切にしています。

　３月24日㈯、

25日 ㈰ に、 ま

つだいふるさと

会館で「まつだ

い駅まつり」が

開催されます。

雪割草の展示即売会や餅つき大会、抽選会な

どが行われるほか、出店も多数出店。匠の技

を体験できるわら細工コーナーなども用意さ

れます。

　ふるさと会館前の駐車場は一部会場として

使用するため、駐車場が普段より狭くなりま

す。なるべく公共交通機関でおいでください。

◆日時：３月24日㈯・25日㈰

　　　　午前９時30分～午後４時

◆会場：まつだいふるさと会館・駐車場

　　　　（ほくほく線「まつだい駅」すぐ）

◆問合せ：まつだい駅まつり実行委員会

　　　　　（松代町商工会内☎597-2006）

　沖縄県旧仲里村

（現久米島町）との

交 流 事 業、 第42回

なかさと交流が２月

16日㈭から19日㈰

の４日間にわたり行

わ れ、 今 年 も14人

の児童の皆さんが訪

れました。この交流

では夏と冬にそれぞれお互いの家でホームステイをし、

文化や伝統体験を通じて親交を育んでいます。

　17日、倉俣小学校には美崎小学校からの交流生２人

が来校。あんぼ作りを通し交流しました。この日のため

に倉俣小学校の児童の皆さんは練習を行ったとのこと。

初めて体験する交流生に優しく教え、手のひらもあるほ

どの大きなあんぼを作っていました。交流生の宇
う

江
え

城
しろ

あ

さひさんと大
おお

城
しろ

凛太朗さんは、「雪合戦やスキー、雪上

カルタで遊ぶのが楽しみです。家の造りの違いなどを調

べたいです」とこれから体験することに思いをはせてい

ました。

　
２
月
25
日
㈯
に
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
近
く
の
特
設
会
場
で
「
雪
の
運
動
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
民
、
日
本
大
学
生
、
東
北
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち

な
ど
、
お
よ
そ
５
０
０
人
が
参
加
。
赤
・
青
・
黄
・
緑
の
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
緑
チ
ー
ム
が
２
位
以
下
を
大
き
く
突
き
放
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

日
本
一
命
綱
が
普
及
す
る
集
落
に

清
田
山
で
屋
根
除
雪
中
の
命
綱
講
習
実
施

敵チームの足につけてある風船を割る競技
滑ってなかなか割れません

コンドルズ振り付けによる「かんじきダ
ンス」大人も子どもも踊らにゃ損♪損♪

各チームによる個性豊かな応援合戦
赤チームの空手の板割りパフォーマンス

子どもたちによる「むかで競走」
しっかりと前の人の肩につかまってね
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雪割草が春を告げる
まつだい駅まつりを
開催します

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

85

カヤツリグサ

たから
探し
たから
探し

角間編



◯81

81
　お絵かきが大好きな眞白ちゃんと、車が大
好きな広夢ちゃん。広夢ちゃんは歩き始めて
初めての春、雪が消えたら眞白ちゃんといっ
しょにお散歩や田んぼに入るのが楽しみです。

　鉄棒は連続逆上がりが得意で、自転車はい
きなり補助輪なしで乗りこなした運動神経抜
群の倭ちゃん。仲よしのサキお姉ちゃんとパ
チリ。雪が消えたら早く自転車に乗りたいな。

渡辺　倭
ちゃん

わたなべ　やまとちゃん
平成19年11月23日生まれ
稲荷町西　　　　（写真右）

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759

このまちから元気を発信したい

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

生活習慣を改善しませんか？

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞　２月18日現在の歩行距離　36,250㎞

　
予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
体
内
に

つ
く
っ
て
お
子
さ
ん
の
健
康
を

守
っ
た
り
、
感
染
症
が
流
行
す

る
の
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

接
種
に
適
し
た
年
齢
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
年
齢
に
合
わ
せ

て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
各

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は
、
下

表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
対
象
年

齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
で
の
接
種

（
任
意
接
種
）
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
、
春
と

秋
に
集
団
接
種
を
行
い
ま

す
。
日
程
は
市
報
や
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
は

個
別
接
種
で
行
い
ま
す
。

　
個
別
接
種
は
、
接
種
を
受
け

る
人
が
直
接
医
療
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
お
子
さ

ん
が
い
る
家
庭
で
は
、
各
予

防
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
を

母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
な

が
ら
、
計
画
的
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う

予防接種の種類 対象年齢 標準的な接種期間 接種回数・間隔

ＢＣＧ 生後６か月未満 生後３か月以上６か月未満 １回接種

ポリオ 生後３か月以上７歳６か月未満 生後３か月以上18か月未満 41日以上の間隔で２回接種

三種混合
第１期初回

生後３か月以上７歳６か月未満
生後３か月以上12か月未満 20～56日の間隔で３回接種

第１期追加 初回終了から12～18か月 １回接種

二種混合 第２期 11歳以上13歳未満 11歳 １回接種

日本脳炎

第１期初回
生後６か月以上７歳６か月未満

３歳 ６～28日の間隔で２回接種

第１期追加 初回終了からおおむね１年後 １回接種

第２期 ９歳以上13歳未満 ９歳 １回接種

麻しん
風しん

第１期 １歳以上２歳未満 － １回接種

第２期 小学校就学の前年度 － １回接種

第３期 中学１年生に相当する年齢 － １回接種

第４期 高校３年生に相当する年齢 － １回接種

※平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの人は、20歳未満で日本脳炎の予防接種を受けられる特例措置があります

《定期の予防接種》

　
母
が
経
営
し
て
い
る
店
に
勤
め
、
２
年
目
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
自
分
の
進

む
道
を
決
め
、
専
門
学
校
で
勉
強
し
た
後
、
地
元

が
好
き
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
カ
ラ
ー
や
パ
ー
マ
な
ど
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
た
り
、シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

責
任
も
感
じ
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
当
店
は
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
店
作
り
で
、ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
入
店
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
昔
か
ら
雑
貨
や
イ
ン
テ
リ
ア
が
好
き

な
の
で
、
今
の
雰
囲
気
に
ち
ょ
っ
と
し
た
お
し
ゃ

れ
感
や
癒
し
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
加
え
、
店
の

魅
力
を
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
都
市
に
は
有
名
店
も
あ
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で

も
勢
い
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
吸

収
し
、
十
日
町
市
に
い
て
も
、
都
市
に
負
け
な
い

勢
い
で
、元
気
や
流
行
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

樋口　葉太 さん
1989年生

びようしつnon勤務

先月の田村美穂さんからのバトンタッチ

　住民健診を受けて、「体重が気になる」「メタボ

と診断された」「生活習慣変えなければ」と感じて

いる人がたくさんいると思います。

　毎年、特定健診などの結果で生活習慣の改善が

必要な人を対象に、健康支援課が特定保健指導（住

民健診結果説明会・脱メタボ教室・血液さらさら

教室）などを実施してきました。参加者からは、「一

人だとなかなか続けられない」「何をしたらいいの

かわからない」という声があり、期間限定ではな

く継続した教室化を望む人が多くいました。

　そこで、健康支援課とNPO法人ネージュスポー

ツクラブが連携し、「にこやか教室」を開講してい

ます。同教室では、体重だけでなく内臓脂肪レベ

ルや筋肉量の測定も行います。さらに、運動だけ

でなく健康についての話や生活習慣の振り返りな

ども実施し、無理なく楽しく続けられる教室とな

っています。悩みを持っている人は、教室にぜひ

参加し、仲間といっしょに生活習慣改善をしませ

んか。

●開催日時：毎週水曜日　午前９時30分～ 11時

　　　　　　※変更あり

●会場：市総合体育館　　●参加費：１回500円

●問合せ：ネージュスポーツクラブ 　☎752-4377

山田　眞白ちゃん・広夢ちゃん
やまだ　ましろちゃん（写真左）平成21年２月19日生まれ
ひろむちゃん（写真右）平成22年11月17日生まれ　宮中
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スポーツ振興課　☎756-5013

しもう ポーツ
くろう 康
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わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは企画政策課広報広聴係　☎757-3112まで



　十日町雪まつり期間中の２月18日㈯、日頃から雪まつり
などで交流している鹿児島県指

いぶ

宿
すき

市の豊
とよ

留
どめ

市長を迎え、災
害時相互応援協定を締結しました。昨年は、東日本大震災
が発生し、広域での災害への備えが重要となるなかで、指
宿市から協定締結の話がありました。今回の災害時相互応
援協定締結は、食糧や飲料水の供給、必要な資材の提供な
ど広域的な災害への備えとして相互に応援するもので、今
まで以上に両市の友好関係が深まることが期待されます。

指宿市と災害時相互応援協定締結

　昭和43年に建築された市役所本庁舎は、来庁
者の利便性や機能の強化などにあわせて改修工
事を行っていますが、このたび車庫棟の改築工事
が完了しました。新車庫棟は２階建てで、１階は
スクールバスなどの公用車を格納、２階部分には
会議室や防災安全課事務室を設置しました。会議
室ではテレビ会議システムを常設し、災害時には
対策本部を設置するなど災害対応の拠点として
機能します。今後は、本庁舎の耐震補強工事、保
健センターのエレベーター設置などが予定され
ています。

　郵便局㈱信越支社がオリジナルフレーム切手「大地
の芸術祭の里 十日町市」を制作し、２月15日㈬、関
口市長を表敬訪問しました。これは、大地の芸術祭の
開催において、郵便局として何かPRできないか模索
した企画から生まれたもので、切手を利用してもらう
ことで全国に十日町市をPRできると作成されたもの
です。切手シートは80円切手10枚からなり、それぞ
れ大地の芸術祭の作品や観光名所などの写真が掲載さ
れています。郵便局では1,000部を作成し、市内のほ
か県内の一部の郵便局にて、１部1,200円で販売して
います。詳しくは上野郵便局（☎768-2058）に問い
合わせてください。

　２月24日㈮、お笑い芸人ハイキングウォーキングの
鈴木Q太郎さん（写真左）が、CMを撮影するために
十日町市を訪れました。このCMは、３月24日㈯から
開催される第４回沖縄国際映画祭のプログラムの一つ

「JIMOT CM COMPETITION」に出展するために撮影
されたものです。このプロジェクトは、地元を題材に地
元愛を感じさせるCMアイデアをよしもとが募集し、よ
り強く地元愛を感じたアイデアを基にその地域出身の芸
人を起用して、地元の魅力を伝えるCMを作成するもの
です。今回、「十日町を有名にし隊 ごったく」の１人で
衣料のかみしんの樋熊秀行さん（写真右、新座１・39歳）がアイデアを応募。全国900通の中から審査や投票を
経て、みごと10作品に選ばれました。今回のCMは樋熊さんのアイデアを基に制作され、３月19日㈪からインター
ネット上で投票を開始、結果は25日に映画祭の舞台で発表されます。最優秀賞に輝くとCMは地上波で放映され
る予定です。樋熊さんは、「雪の楽しさを伝えたいと思い応募し、ここまで残ることができました。ぜひ皆さん
からCMを見てもらい応援してほしいです」と話していました。詳しくはhttp://www.oimf.jp/jp/local/jimot.
phpから確認できます。

　㈳十日町市観光協会では、十日町市を観光などで訪れる来訪客に向けて、
自宅で簡単に自分だけの観光パンフレットが作成できるシステム「十日町オ
リジナル観光パンフレット」をインターネット上に公開しています。地図上
にアイコン表示された観光スポットの中から自分の行きたいところを選ぶだ
けの簡単な操作で、滞在時間や移動手段に合わせた周遊ルートを作成するこ
とができます。また、十日町に訪れた人がその場で利用できるよう、タッチ
パネル式の端末を十日町駅西口案内所とまつだい農舞台に設置しています。
観光協会の池田玲子さんは、「初めての人でも簡単にパンフレットを作成で
きます。気軽に利用してください」と話していました。オリジナル観光パン
フレット作成アドレスhttp://www.tokamachi-oripan.jp/

　旧正月の事初めの日２月８日㈬に、十日町服飾専門学
校では創立以来61年間欠かさず続けられている「針供養」
が行われました。もともとは大阪の畳屋さんが住吉大社に
１年間使った針に感謝し、供養をしたことから始まった男
の神事でした。その後、女神様「淡島大明神」が裁縫の神
様としてまつられ、和裁や針を使うおおぜいの人たちの間
に広まっていったとされます。針供養では、曲がったり折
れてしまったりした針をねぎらって、軟らかいこんにゃく
や豆腐に刺して供養し、裁縫が上手になるように願ってお
はらいをしてもらいました。同校校長の中林則子さんは、

「古式ゆかしい行事に立ち会い、若い生徒たちも感動して
いると思います。着物の街だからこそ大切にしていきたい
行事です」と話していました。（市民リポーター：関田秀
子さん）

市役所に新しい車庫棟が完成

郵便切手で十日町市を全国にPR

雪の楽しさを世界に伝えたい

インターネットで簡単作成。自分だけの観光パンフレット

感謝の心で“針供養”
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TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。
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TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。
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広告掲載

　
印
刷
枚
数
、
広
告
料
な
ど
の
詳
細
は

４
月
に
決
定
し
ま
す
。

【
長
形
３
号
】（
７
枠
）

○
広
告
サ
イ
ズ

　
縦
20
㎜
×
幅
１
０
６
㎜
（
１
枠
）

【
角
形
２
号
】（
６
枠
）

○
広
告
サ
イ
ズ

　
縦
60
㎜
×
幅
90
㎜
（
１
枠
）

【
共
通
仕
様
】

　
ク
ラ
フ
ト
封
筒
、
黒
１
色

※
環
境
・
安
全
・
教
育
・
福
祉
の
い
ず

れ
か
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
掲
載

※
企
業
名
な
ど
の
ロ
ゴ
の
使
用
可

※
ク
ー
ポ
ン
チ
ケ
ッ
ト
添
付
可

※
デ
ザ
イ
ン
制
作
料
が
別
途
必
要
（
税

別
５
、
０
０
０
円
〜
）

■
問
合
せ

：

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
４

【
燃
や
す
ご
み
用
大
】（
２
枠
）

○
広
告
サ
イ
ズ

　
縦
92
㎜
×
幅
１
６
０
㎜
（
１
枠
）

○
作
成
見
込
み
数

：

年
間
58
万
枚

○
１
枠
12
万
円
（
税
別
）

【
燃
や
す
ご
み
用
中
】（
２
枠
）

○
広
告
サ
イ
ズ

　
縦
80
㎜
×
幅
１
４
２
㎜
（
１
枠
）

○
作
成
見
込
み
数

：

年
間
73
万
枚

○
１
枠
10
万
円
（
税
別
）

広告掲載事業のお知らせ
平成24年度

　市では各種媒体への広告掲載事業を実施しています。広告は市が発送する封筒やご

み袋をはじめ、市報やホームページへの掲載があります。事業所のPRなどにぜひ利

用してください。

※公共性の確保から掲載可能業種や掲載内容に制限があります

　
料
金
体
系
を
見
直
し
た
ほ
か
、
市
報

と
お
か
ま
ち
と
の
セ
ッ
ト
割
り
を
創
設

し
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

○
広
告
サ
イ
ズ
・
規
格

　
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
２
０
ピ
ク

セ
ル
（
１
枠
）、
J
p
e
g
ま
た
は

G
I
F
、
容
量
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

※
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
G
I
F
可

○
掲
載
期
間

　
１
か
月
単
位（
最
大
12
か
月
※
更
新
可
）

○
料
金
（
１
か
月
あ
た
り
）

　
１
０
、
０
０
０
円
（
税
込
）

※
市
報
と
お
か
ま
ち
と
の
セ
ッ
ト
割
引

あ
り
（
市
報
掲
載
１
号
当
た
り
バ

ナ
ー
広
告
を
２
、
５
０
０
円
引
き
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
広

　
報
広
聴
係
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２

　
こ
の
ほ
か
11
月
に
は
各
種
検
診
申
込

書
用
窓
あ
き
封
筒
の
広
告
も
募
集
す
る

予
定
で
す
。

【
共
通
仕
様
】

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
０
０
％
（
透
明
度

10
％
）、
厚
さ
０
・
０
３
㎜
、
緑
１
色

※
環
境
・
安
全
・
教
育
・
福
祉
の
い
ず

　
れ
か
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
掲
載

※
企
業
名
な
ど
の
ロ
ゴ
の
使
用
可

※
デ
ザ
イ
ン
制
作
料
が
別
途
必
要
（
税

別
８
、
０
０
０
円
〜
）

■
応
募
締
め
切
り

：

３
月
21
日
㈬
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
問
合
せ

：

環
境
衛
生
課
衛
生
業
務
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４
　

　
料
金
体
系
を
見
直
し
た
ほ
か
、
１
号

単
位
の
掲
載
を
原
則
と
す
る
な
ど
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

○
広
告
サ
イ
ズ

　
縦
84
㎜
×
幅
48
㎜
（
１
枠
）

※
連
結
し
て
２
枠
の
利
用
も
可

○
掲
載

：

毎
月
10
日
号
と
25
日
号

○
１
号
１
枠
１
５
、０
０
０
円
（
税
込
）

※
長
期
掲
載
割
引
あ
り
（
６
〜
11
号
は

　
20
％
割
引
、12
号
以
上
は
30
％
割
引
）

【
仕
様
】
黒
１
色

※
環
境
・
安
全
・
教
育
・
福
祉
の
い
ず

れ
か
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
掲
載

※
企
業
名
な
ど
の
ロ
ゴ
の
使
用
可

※
デ
ザ
イ
ン
制
作
料
が
別
途
必
要
（
税

別
５
、
０
０
０
円
〜
）

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２

①
文
書
発
送
用
封
筒

②
ご
み
指
定
袋

③
市
報
と
お
か
ま
ち

料金
改定

④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
バ
ナ
ー
広
告
料金
改定

　
①
〜
③
の
申
込
み
は
、
ア
イ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
高
速
印
刷

㈱
）・
皆
川
☎
０
２
５
８

｜
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｜
２
８
４
２
、
電
子
メ
ー
ル

：

m
ina

g
a
w

a
@

k
ousok

u-print.jp

十
日
町
市
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

石
川
吉
郎
展
開
催
中

講
演
会
「
原
発
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
の
環
境
と

農
業
に
与
え
る
影
響
」

十
日
町
商
工
会
議
所

新
入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

十
日
町
市
身
体
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
作
品
展

健
康
に
ぎ
わ
い
教
室

震
災
復
興
支
援

十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
地
元
の
バ
ン
ド
有
志
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

会
場
に
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
１
日
㈰
午

後
４
時
〜
（
開
場
３
時
30
分
）
●

会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
５

０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
※

入
場
料
を
義
援
金
に
充
て
ま
す
●

出
演
＝
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
メ
ッ
ツ
ほ

か
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
☎

７
５
７
―
８
９
１
８
）

　「
現
存
す
る
景
色
と
、
観
賞
者

の
記
憶
が
交
錯
す
る
感
覚
」
を
楽

し
め
る
作
品
が
並
び
ま
す
。
●
会

期
＝
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

ま
で
（
照
明
は
毎
日
午
後
７
時
ま

で
）
●
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●
入
場
料
＝

０
０
人
●
講
師
＝
野
中
昌
法
さ
ん

（
新
潟
大
学
自
然
科
学
系
教
授
・

農
学
博
士
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
十
日
町
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
内
☎

７
５
７
―
３
１
３
９
）

●
日
時
＝
３
月
28
日
㈬
午
後
１
時

～
２
時
30
分
●
会
場
＝
情
報
館
●

入
場
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１

　
５
回
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
15
日
㈭
①
午
前
10

時
②
11
時
③
午
後
１
時
30
分
④
２

時
30
分
⑤
３
時
30
分
●
会
場
＝
ふ

ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本
町

３
）
●
対
象
＝
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド

カ
ー
ド
保
持
者
及
び
切
り
替
え
可

能
者
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

発
行
希
望
者
※
発
行
条
件

：

60
歳

以
上
●
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
保

険
料
）
※
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー

ド
保
持
者
は
参
加
費
無
料
。
持
っ

て
い
な
く
て
も
当
日
会
場
で
発
行

可
能
●
定
員
＝
各
教
室
20
人
●
内

容
＝
運
動
と
談
話
を
各
30
分
①
健

康
体
操
（
頭
を
元
気
に
）
②
脂
肪

燃
焼
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
③
健
康
体
操

（
筋
肉
を
元
気
に
）
④
脂
肪
燃
焼

＆
ス
ト
レ
ッ
チ
⑤
健
康
体
操
（
体

を
元
気
に
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
７
５
２
―
４
３
７
７
）

　
新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識

や
職
場
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
９
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●
受
講
料

＝
４
、
０
０
０
円
（
会
議
所
会
員

２
、
０
０
０
円
）
※
昼
食
・
資
料

代
含
む
●
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
●

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

23
日
㈮
ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議

所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
㈳
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会
美

術
展
な
ど
の
入
賞
作
品
や
、
日
頃

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
●
期
間
＝
４
月

３
日
㈫
ま
で
午
前
８
時
30
分
～

午
後
９
時
●
会
場
＝
ぽ
ぽ
ろ
広

場
（
本
町
分
庁
舎
内
）
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

無
料
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊

初
心
者
無
料
体
験
教
室

　
フ
ラ
メ
ン
コ
独
特
の
リ
ズ
ム
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
３
月
22
日
㈭
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
※
事
前
申
し
込
み
不
要
●
会

場
＝
中
央
公
民
館
●
対
象
＝
中
学

生
以
上
●
持
ち
物
＝
ヒ
ー
ル
が
５

㎝
ま
で
の
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
※
運
動
の
で
き
る

服
装
で
参
加
●
問
合
せ
＝
フ
ラ
メ

ン
コ
教
室
　
ソ
イ
・
ヒ
タ
ー
ナ（
☎

７
６
８
―
３
６
２
６
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

５
節
対
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
戦（
自

由
席
）
に
招
待
し
ま
す
。
詳
し
く

は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
４
月
７
日
㈯
午
後
３
時
〜
●
会
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▼
豪
雪
も
一
段
落
。
だ
ん
だ
ん
と
春
ら

し
く
な
っ
て
く
る
空
の
色
な
ど
〝
春
探

し
〟
を
す
る
の
が
日
々
の
日
課
で
す
。
今

回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
清
田
山
集
落

で
も
、
集
落
セ
ン
タ
ー
脇
の
桜
の
木
の
枝

に
近
づ
い
て
み
た
ら
、
つ
ぼ
み
が
ち
ょ
っ

と
ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
清
田
山
で
行
わ
れ
た
豪
雪
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。昨
年
は
秋
田
県
で
行
わ
れ
、

今
年
は
新
潟
県
２
か
所
で
行
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
も
う
１
か
所
は
長
岡
市
小
国
地
区

で
し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
て
実
証
実
験
ま

で
た
ど
り
着
く
地
域
は
ま
れ
と
の
こ
と
。

特
に
命
綱
の
講
習
は
住
民
の
人
向
け
は
初

め
て
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
こ
れ
で
一
区
切
り
で
す
が
、
清
田
山

か
ら
だ
ん
だ
ん
命
綱
が
普
及
し
、
悲
し
い

事
故
が
一
つ
で
も

減
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

▼
今
年
も
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
十
日
町
雪

ま
つ
り
と
豪
雪
ジ
ャ
ム
。（
つ
）
は
旧
中

里
村
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
初
め
て
、
取
材
を
通
し
て
２
日

間
し
っ
か
り
と
ま
わ
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
運
営
者
の
真
剣
な
眼
差

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雪
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
の
笑

顔
で
の
お
も
て
な
し
、
豪
雪
ジ
ャ
ム
の
会

場
の
盛
り
上
が
り
。
と
き
お
り
激
し
く
降

る
雪
の
中
で
も
、
来
訪
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
す
る
志
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
一
気
に
身
近
で
好
き
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

▼
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
続
き
、
中
里
の
雪

原
カ
ー
ニ
バ
ル
、
松
代
の
冬
の
陣
な
ど
、

各
地
域
で
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
を
ま
わ
り
、

そ
の
地
域
特
有
の
お

も
て
な
し
を
比
べ
て

み
る
の
も
一
つ
の
楽

し
み
で
す
ね
。

(石)(つ)

広告掲載

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

第
24
回
十
日
町
市
民
音
楽

祭
出
演
団
体
募
集

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
音
声

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
音

楽
祭
で
す
。
●
音
楽
祭
期
日
＝
７

月
１
日
㈰
●
会
場
＝
市
民
会
館
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
31
日
㈯

ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

―
８
９
１
８
）

パ
ソ
コ
ン
初
級
程
度
の
技
能
が
あ

る
人
で
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
●
勉
強
会
日
時
＝

４
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
●

会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
酒
井

（
☎
７
５
７
―
６
９
１
８
）

　
県
で
は
、
平
成
24
年
度
の
「
食

品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●

対
象
＝
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上

で
、
定
期
的
な
報
告
や
研
修
会
へ

の
参
加
な
ど
が
可
能
な
人
●
募
集

人
数
＝
１
０
０
人
●
内
容
＝
日
常

の
買
い
物
時
な
ど
に
食
品
表
示
の

状
況
を
確
認
し
、
県
に
情
報
を
提

供
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
30

日
㈮
ま
で
に
県
食
品
・
流
通
課（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
４
３
）

①
【
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ

コ
ー
ス
】
●
日
時
＝
３
月
16
日
㈮

午
後
６
時
15
分
〜
８
時
30
分
、
３

月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

６
時
、
３
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
６
時
15
分
●
修
了
試
験

＝
４
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

15
分
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
費
用

＝
１
３
３
、
３
５
０
円
（
税
、
試

験
料
込
）
●
定
員
＝
20
人

②
【
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ

コ
ー
ス
通
信
制
※
１
日
ス
ク
ー
リ

ン
グ
付
】
●
通
学
日
＝
３
月
17
日

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

表
示
登
記
無
料
相
談
会

●
日
時
＝
４
月
１
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
※
予
約
不
要
、
電
話

で
の
相
談
も
可
●
会
場
＝
新
潟
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
館（
新
潟
市
）

●
内
容
＝
土
地
や
建
物
の
登
記
や

境
界
に
関
す
る
も
め
ご
と
に
つ
い

て
※
状
況
の
分
か
る
図
面
・
書
類

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
新
潟
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
（
☎
０
２
５
―

３
７
８
―
５
０
０
５
）

野
菜
ソ
ム
リ
エ 

十
日
町
１
期

講
座
開
講
の
お
知
ら
せ

第
26
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
短
歌
発
表
会
の
短
歌
を
募
集
し

ま
す
。
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

に
黄
桜
の
丘
公
園
（
宮
中
）
で
入

選
作
品
を
発
表
・
表
彰
し
ま
す
。

●
歌
題
＝
黄
桜
・
信
濃
川
・
春
近

し
●
応
募
・
問
合
せ
＝
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
短
歌
（
３

首
ま
で
）
を
記
入
し
、
３
月
31
日

㈯
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
９
４
９
―
８
４
９
２
十
日
町
市

上
山
己
２
１
３
３
市
観
光
協
会
中

里
支
部（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

【
高
学
年
鑑
賞
会「
馬
頭
琴
と
ホ
ー

ミ
ー
の
調
べ
」
＆
交
流
会
】
●
日

時
＝
3
月
20
日
（
春
分
の
日
）
午

後
６
時
～
●
会
場
＝
情
報
館
●
参

加
費
＝
１
人
月
額
７
０
０
円
（
当

日
申
し
込
み
可
）
●
問
合
せ
＝
十

日
町
お
や
こ
劇
場
・
丸
山
（
☎
０

９
０
―
２
５
４
８
―
０
５
０
７
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

場
＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
新
潟
市
）
●
応
募
条

件
＝
市
内
在
住
●
募
集
人
数
＝
２

０
０
人
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
●
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

①
４
月
７
日
横
浜
②
住
所
③
氏

名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥

後
援
会
資
料
請
求
有
無
を
記
載
し

送
付
※
１
世
帯
１
通
限
り
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
23
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
〒
９
５
０
―
０
９
５

４
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１

―
10
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎

０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１
）

㈯
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
６
時
15

分
※
修
了
試
験
・
会
場
・
費
用
・

定
員
は
①
コ
ー
ス
の
と
お
り
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
㈳
日
本
野
菜
ソ

ム
リ
エ
協
会
（
☎
０
３
―
５
４
８

９
―
８
６
３
６
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.v

e
g
e
-fru

.co
m

/

　
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報

を
音
声
訳
し
、録
音
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
地
域
「
就
職
フ
ェ
ア
」

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
の

た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

　
事
前
参
加
申
し
込
み
及
び
当
日

の
履
歴
書
持
参
は
不
要
で
す
。
●

日
時
＝
４
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
受
付
１
時
）
●
会
場

＝
ク
ロ
ス
10
●
対
象
＝
平
成
25
年

３
月
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な

ど
の
新
規
卒
業
予
定
者
、
平
成
22

年
３
月
以
降
大
学
な
ど
の
卒
業
者

（
卒
業
後
３
年
以
内
の
人
）
●
内

容
＝
十
日
町
・
津
南
及
び
近
隣
地

域
の
企
業
説
明
会
※
参
加
予
定
企

業
は
、
４
月
以
降
、
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
●
問

合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
・

学
卒
担
当
ま
で
（
☎
７
５
７
―
２

４
０
７
）

民
生
委
員
交
代
の
お
知
ら
せ

交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
新
た
に
委
嘱
を
受
け

た
の
は
次
の
人
で
す
。
▼
中
町

晃

：

☎
７
５
５
―
２
０
７
２
（
為

永
・
山
根
・
仙
之
山
・
塩
野
）
▼

福
﨑
豊
子

：

☎
７
５
７
―
０
８
３

６
（
田
麦
・
二
ツ
屋
・
船
坂
・
塩

ノ
又
）
●
問
合
せ
＝
福
祉
課
高
齢

福
祉
係（
☎
７
５
７
―
９
７
５
８
）

　
２
月
に
民
生
委
員
児
童
委
員
の

新
潟
空
港
の
利
用
に
つ
い
て

寄付ありがとう
２月25日届出分まで（敬称略）

●十日町市へ＝㈱丸山工務

所（特殊スコップ30丁）

●とおかまち応援寄附金＝

髙橋瞳（東京都府中市）、

河西敬之（神奈川県平塚

市）、山田綾（美雪町３）、

内山アヤノ（上野）

● 地 域 福 祉 基 金 ＝ 鐙 島

小 学 校 ５ 年 生（76,200

円）、下条小学校５年生

（75,608円）、公孫会煌

の会（17,000円）、豊親

会ひろば（28,007円）

●公民館へ＝平野綱一（上

新井）

●情報館へ＝保坂幸子（姿

２）、橋本紘二（水梨）

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
の
正

し
い
利
用
や
愛
護
活
動
を
推
進
す

る
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年
度

の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

や
テ
ー
マ
な
ど
、
詳
し
く
は
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
●
応
募
資
格
＝
小
学
生

以
上
●
締
め
切
り
＝
３
月
30
日
㈮

（
必
着
）
●
問
合
せ
＝
国
土
交
通

省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
（
☎

03
―
５
２
５
３
―
８
１
１
１
）

　
医
療
機
関
で
の
窓
口
一
部
負
担

金
の
免
除
が
９
月
30
日
㈰
ま
で
延

長
さ
れ
ま
す
。
手
持
ち
の
「
健
康

保
険
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明

書
」
の
有
効
期
限
欄
に
「
平
成
24

年
２
月
29
日
ま
で
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
引
き
続
き
使

用
で
き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
協
会

け
ん
ぽ
新
潟
支
部
（
☎
０
２
５
―

２
４
２
―
０
２
６
０
）

広
報
紙
朗
読
Ｃ
Ｄ
を
貸
し

出
し
ま
す

十
日
町
病
院
眼
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
す
る
東
日

本
大
震
災
被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
）
事
業

　
３
月
19
日
㈪
・
21
日
㈬
・
23
日

㈮
・
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
・
30
日
㈮

は
眼
科
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
病
院
経

営
課
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

　
３
月
25
日
㈰
か
ら
、
新
潟
発
着

の
路
線
が
新
設
・
増
便
さ
れ
、
便

利
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
新
潟

県
交
通
政
策
局
空
港
課
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
４
７
１
）

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
視
覚
障
が
い
者
の
人
を
対
象

に
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
が
朗
読

し
た
Ｃ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｄ
の
種
類
は
、
市
報
と
お

か
ま
ち
、十
日
町
市
議
会
だ
よ
り
、

社
協
と
お
か
ま
ち
、
新
潟
県
身
体

障
害
者
団
体
連
合
会
広
報
紙
で

す
。
再
生
機
が
な
い
人
に
は
、
再

生
機
も
貸
し
出
し
ま
す
。
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
７
５
０
―
５
０
１

０
）

新潟空港平成24年度上期スケジュールにおける
路線新設・増便の内容

区分 路線名 便数 開始日

国内

成田線 １日１往復 ３月25日㈰

名古屋（小牧）線 １日１往復 ３月25日㈰

福岡線 １日３往復 ３月25日㈰

札幌線 １日５〜６往復 ７月13日㈮

国際 上海線 週４往復 ３月25日㈰

援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
７
５
７

―
３
７
１
９
）

　
新
た
に
、
和
食
割
烹
い
け
だ
や

（
南
新
田
町
２
）
が
協
賛
店
と
な

り
ま
し
た
。
食
事
だ
け
の
利
用
も

出
来
ま
す
の
で
、
子
ど
も
連
れ
で

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。【
サ

ー
ビ
ス
内
容
】
５
人
ま
で
１
杯
ド

リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
（
ワ
イ
ン
を
除

く
）、
子
ど
も
に
は
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
※
入
店
時
に
カ
ー

ド
を
提
示
●
問
合
せ
＝
子
育
て
支
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■ 人　口  59,145人（－57）  男  28,893人（－24）  女  30,252人（－33）
■ 世帯数  20,068世帯（＋６） ２月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

81

浦
田
小
学
校

樋口　尚
なお

輝
き

さん（６年）
　運動会での応援です。団長のぼくの必死さが伝わるように表情を作りました。白熱した様子を表すために背景の描き方や色を工夫しました。

　
白
熱
の
応
援

■ 人　口  59,145人（－57）  男  28,893人（－24）  女  30,252人（－33）市民の動き

本山　光
ひかる

さん（５年）

　全校で東京に行った思い出を版画に

しました。波静かなお台場の海岸で水

切りをしたのが楽しかったです。フジ

テレビの建物も心に残っています。

お
台
場
で
水
切
り
！

久保田　悠
ゆう

さん（１年）
　みんなで楽しく雪あそびをしているところです。楽しくなるように、いろんな色でぬりました。またいっしょに雪あそびしたいな。

　
ゆ
き
あ
そ
び
　

　
　
　
　
た
の
し
い
な

　

運
動
会
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
を
踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
い
ね
い
に
色
を
塗
る
こ
と
で「
地

域
に
届
け
た
い
ぼ
く
た
ち
の
元
気
」

が
表
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

とどけ！　元気玉

久
保
田
　
直な
お

斗と

さ
ん
（
４
年
）

　

学
校
で
い
ち
ご
を
育
て
て
い
ま

す
。「
お
い
し
い
い
ち
ご
が
た
く

さ
ん
な
る
と
い
い
な
」
と
思
い
な

が
ら
、
い
ち
ご
の
苗
を
植
え
て
い

る
と
こ
ろ
を
版
画
に
し
ま
し
た
。

　おいしい　
　　　いちごにな～れ！

久
保
田
　
美み

保ほ

さ
ん
（
４
年
）

　

ヒ
ー
ロ
ー
と
ラ
イ
バ
ル
が
戦
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ヒ
ー
ロ
ー

が
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
が
勝
つ
か
な
。

ヒーローとライバル
　　　どうしのたたかい

竹
内
　
颯そ
う

太た

さ
ん
（
２
年
）
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